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1.まえがき 公共構造物の建設コストの削減は昨今の

重要な課題である．その一つとして，これまで橋脚の一

本柱としては用いられた例があまりないスパイラル鋼管

を橋脚部材として活用することも考えられる．スパイラ

ル鋼管は，主にビルや橋などの建築物の基礎杭等の鋼管

杭として使用されている．その製造方法は，鋼管製造工

場ラインでコイルを連続的に巻き戻しながら，成型ロー

ルでスパイラル上に曲げて，円筒状に成形し，継目を自

動溶接していくという方法である．工場で大量に生産さ

れる製造鋼管であるので，橋脚としても使われているベ

ンディングロールに比べて経済的な設計が可能となる．

しかし，スパイラル鋼管は溶接部が螺旋形となり，形状

初期不整が複雑となる1)．軸力作用下で大きな水平力が

繰り返し作用するとき，座屈の発生とそれに伴う急激な

耐力低下などが大地震時の問題点として特に懸念される

が，スパイラル鋼管とベンディングロールでは製造方法

が違うため，耐震性能が異なる可能性がある．スパイラ

ル鋼管の正負交番載荷実験を行うことによって，スパイ

ラル鋼管を橋脚として用いたときの塑性域を考慮した耐

力および変形性能を明らかにすることを目的とした． 

表 1 供試体諸元 

図 1 実験供試体

図 2 載荷パターン 
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2.実験の概要 

2.1 供試体 表 1 に供試体の諸元を，図 1 に実験供試体

を，写真 1 に試験装置図を示す．鋼種はSKK490 で，径

厚比パラメータの相違による比較をするため，板厚 9mm

と 7mmの異なる 2体によって正負交番載荷実験を行った． 

2.2 載荷方法 載荷は，供試体に既設橋脚の死荷重に相

当する一定の軸力を加えながら，変位制御によって公称

降伏変位δyNまで載荷した．その後の載荷は軸力を一定に

保持した状態で，変位制御 1ステップ 1サイクルとし，

図 2 に示すように，杭頭最大変位が±δyN，±2δyN，±3δyN，

±4δyN，・・の正負繰り返し水平荷重を静的に載荷した． 
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3.実験結果 図 3 に 2 体の水平荷重-水平変位関係

を示す．図 4に無次元化した包絡線を比較したもの

を示す．これらの図から，径厚比パラメータが小さ

いほど耐力，変形性能が上昇することが分かる．ま

た，図 5に無次元化した吸収エネルギーを比較した

ものを示す．A9-Pの方が吸収するエネルギーも大き

くなっており，このことからも径厚比パラメータが

小さい方が，耐震性能に優れていると考えられる．これは

ベンディングロールを用いた鋼製橋脚の耐震性能2)とも一

致する． 
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図 3 水平荷重-水平変位関係
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図 4 包絡線 

 次に，以下に示す既往のベンディングロールの耐震性能

評価式2)と今回の実験結果から得られた値を比較する． 
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ここで，Pmax：最大水平荷重 δm：最大水平荷重時変位 

 
図 6に式(1)との比較を，図 7に式(2)との比較を示す．今

回の実験だけではデータが少ないため，今後詳細な検討が

必要ではあるが，この結果を見る限り，スパイラル鋼管の

耐力はベンディングロールと同程度，変形性能については

少し上昇しているように考えられる． 

 

4.結論 本実験によって，スパイラル鋼管もベンディング

ロールと同様に，径厚比パラメータが小さくなるほど，耐

力が上昇し，変形性能も大きくなることがわかった．また，

今回の実験結果に関する範囲では，スパイラル鋼管の耐力

はベンディングロールと同程度であると考えられ，変形性

能については少し上昇している可能性がある．詳細につい

ては今後検討する予定である． 

図 5 吸収エネルギー
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図 6 最大水平荷重 
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図 7 最大水平荷重時変位
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